
 

１１月１５日（月） 放送朝会  

 

「思いやりについて考えてみよう」 

 

今日は、校長先生に代わって副校長先生よりお話をします。 

 

みなさんは、桜野小学校の学校教育目標を知っていますか。学校教育目標とは、桜野小

学校に通う子どもたちに、こんな人になって欲しいなという目標です。 

教室の黒板の上を見てみてください。どの教室にも「学校教育目標」が掲示されている

と思います。「思いやりのある子ども」「自分の考えをもつ子ども」「明るく元気な子ども」

が桜野小学校の教育目標です。この３つの目標をもとに桜野小学校の様々な伝統は引き継

がれています。 

この３つの目標のうち、特に大切にしている目標は何だと思いますか。ここ数年、桜野

小学校では、「思いやりのある子」を重点目標としています。 

 

ところで、ノーベル平和賞を受賞した人にマザー・テレサという人がいます。 

マザー・テレサは、貧富の差と飢えや病に苦しむ人々に学校や孤児院の設立を行い、そ

の生涯をささげた人です。マザー・テレサは、「愛」について次のようなことを言っていま

す。 

「愛の反対は、憎しみではありません。それは、愛がないこと。つまり、○○○です。」 

 

この○○○には、どのような言葉が入ると思いますか。マザー・テレサは、愛の反対を

‘無関心’と言っています。私は、この言葉に多くの学びがあると思っています。 

 

今週の金曜日は、道徳授業の公開が予定されています。授業のテーマは「思いやり」で

す。この授業を通じて、今一度「思いやり」について、自分なりの考え方を深めてみてほ

しいと思っています。そして、毎日の学校生活、学年ごとの遠足や校外学習、宿泊学習に

生かしてほしいと思います。 

 

今日は、「思いやりについて考えてみよう」というお話でした。 

 

 


